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少
し
前
ま
で
ク
ル
ス
ク
駅
（
ク
ル
ス
ク
方
面
へ
の
列
車
が
発
着
す
る
駅
：
モ
ス
ク
ワ
市
内
に
あ
る
）
か
ら
ク
リ
ミ
ア
（
ロ

シ
ア
語
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
は
ク
ル
ィ
ム
）へ
行
く
列
車
が
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
を
出
て
、ク
ル
ス
ク
、ハ
ル
キ
ウ（
ロ

シ
ア
語
で
は
ハ
リ
コ
フ
）、ザ
ポ
リ
ッ
ジ
ャ
（
ロ
シ
ア
語
で
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
）
を
経
て
、ク
リ
ミ
ア
の
中
心
都
市
シ
ン
フ
ェ

ロ
ー
ポ
リ
に
到
達
す
る
。
１
泊
２
日
の
楽
し
い
夜
行
寝
台
の
旅
が
可
能
だ
っ
た
。
こ
の
路
線
の
列
車
に
初
め
て
乗
っ
た
の

は
、１
９
９
７
年
の
夏
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、逆
方
向
の
ハ
ル
キ
ウ
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
の
１０
時
間
ほ
ど
の
乗
車
だ
っ

た
。
そ
の
年
は
、
北
海
学
園
大
学
、
北
海
道
大
学
、
札
幌
医
科
大
学
の
学
生
達
１６
名
と
と
も
に
、
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
大
学
に

１
か
月
ほ
ど
滞
在
し
た
。
学
生
た
ち
を
モ
ス
ク
ワ
の
シ
ェ
レ
メ
ー
チ
エ
ヴ
ォ
空
港
で
見
送
っ
た
後
、
個
人
旅
行
を
企
て
た
。

旧
ソ
連
圏
以
外
へ
の
初
め
て
の
旅
行
だ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
長
期
滞
在
中
の
友
人
を
訪
問
し
、
数
日
泊
め
て
も
ら
い
、
ロ

ン
ド
ン
観
光
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
行
く
予
定
だ
っ
た
。
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
に
到
着
後
、
友
人
宅
に
電
話
を
何
回
か
け
て

も
応
答
が
な
か
っ
た
。
し
か
た
な
く
宿
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
普
通
の
ホ
テ
ル
の
代
金
が
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
大
学
の
学
生
寮

　
　
　
　
［
巻
頭
言
］

ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
と
い
う
地
域

寺
田
　

吉
孝
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の
宿
泊
費
の
１
０
０
倍
近
く
し
た
の
で
、
比
較
的
安
価
な
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
生
寮
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。
ロ
シ
ア
も

イ
ギ
リ
ス
も
夏
休
み
に
は
学
生
た
ち
が
郷
里
へ
帰
っ
た
り
旅
に
出
た
り
す
る
。
空
い
た
寮
の
部
屋
は
、
一
般
の
旅
行
者
へ

開
放
さ
れ
る
。
か
な
り
の
節
約
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
物
価
は
高
か
っ
た
。
２
日
で
イ
ギ
リ
ス
を
脱
出
し
た
。

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
経
由
し

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
リ
ヴ
ィ
ウ
（
ロ
シ
ア
語
で
は
リ
ヴ
ォ
フ
）、
キ
ー
ウ
（
ロ
シ
ア
語
で
は
キ

エ
フ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
は
ク
ィ
ー
イ
ウ
あ
る
い
は
ク
ィ
ー
イ
フ
あ
る
い
は
ク
ィ
ー
イ
ヴ
、
英
語
で
は
キ
ー
ヴ
）、
ポ
ル

タ
ワ
を
経
由
し
て
目
的
地
の
ハ
ル
キ
ウ
に
到
着
し
た
。

　

ハ
ル
キ
ウ
訪
問
の
目
的
は
、
旧
知
の
ハ
ル
キ
ウ
電
子
通
信
大
学
准
教
授
の
マ
リ
ー
ヤ
・
バ
シ
キ
ー
ロ
ヴ
ァ
先
生
を
訪
問

す
る
こ
と
、
ハ
ル
キ
ウ
の
言
語
状
況
を
視
察
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
数
年
後
に
予
定
し
て
い
た
在
外
研
修
先
の
大
学
の
目

星
を
つ
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
マ
リ
ー
ヤ
先
生
と
は
、
１
９
９
０
年
に
モ
ス
ク
ワ
の
プ
ー
シ
キ
ン
大
学
留
学
中
に
知
り
合
っ

た
。
こ
の
時
は
、
マ
リ
ー
ヤ
先
生
以
外
に
も
、
旧
ソ
連
（
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
）、
ブ
ル
ガ
リ

ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
先
生
方
と
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
そ
の
方
々
と
は
、
そ
れ
以
降
も
お
付
き
合
い
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
と
い
う
か
、
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
１
９
９
７
年
の
ハ
ル
キ
ウ
滞
在
中
は
、
マ
リ
ー
ヤ
先
生
の
お
宅

に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
。
食
卓
に
置
か
れ
た
燭
台
に
大
き
く
て
立
派
な
ロ
ウ
ソ
ク
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯

り
で
夕
食
を
と
る
な
ん
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
な
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
実
情
は
異
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
で
も
突
然
停
電
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ロ
ウ
ソ
ク
が
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
か

ら
お
友
達
価
格
で
購
入
し
て
い
た
天
然
ガ
ス
の
支
払
い
さ
え
も
滞
る
な
ど
、
当
時
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
財
政
は
ひ
っ
迫
し

て
お
り
、
電
力
供
給
も
儘
な
ら
な
か
っ
た
。
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そ
の
後
、
ハ
ル
キ
ウ
に
は
、
１
９
９
９
年
、
２
０
０
５
年
、
２
０
１
０
年
に
長
期
滞
在
を
し
た
が
、
そ
の
折
に
も
、
マ

リ
ー
ヤ
先
生
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
２
０
２
２
年
の
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
マ
リ
ー
ヤ
先
生
は
消

息
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
０
５
年
に
滞
在
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
は
破
壊
さ
れ
た
と
聞
く
。
１
９
９
９
年
と
２
０
１
０

年
に
滞
在
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
は
ど
ち
ら
も
破
壊
を
免
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
近
隣
の
建
物
に
ミ
サ
イ
ル
が
撃
ち
込
ま
れ

て
い
る
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
た
。

　

ハ
ル
キ
ウ
に
い
た
知
り
合
い
の
多
く
は
、
海
外
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
な
ど
）
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
の
比
較
的
安
全
な
場
所
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
が
、
ハ
ル
キ
ウ
に
留
ま
っ
て
い
る
方
も
い
る
。
ま
た
、
夏
以
降
、

避
難
先
か
ら
自
宅
に
戻
る
方
々
も
増
え
て
い
る
。
安
全
に
な
っ
た
か
ら
戻
る
の
で
は
な
く
、
お
金
が
尽
き
た
か
ら
戻
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
（
ロ
シ
ア
語
で
は
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
ナ
）
の
中
心
が
ハ
ル
キ
ウ
で
あ
る
。
ス

ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
南
部
の
地
域
に
つ
け
ら
れ
た
歴
史
的
地
名
で

あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
（
ハ
ル
キ
ウ
州
の
大
部
分
、
ス
ー
ム
ィ
州
の
南
東
部
、
ル
ハ
ン
シ
ク
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
ル
ガ

ン
ス
ク
〉
州
お
よ
び
ド
ネ
ツ
ィ
ク
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
ド
ネ
ツ
ク
〉
州
の
北
部
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
南
部
（
ベ
ル
ゴ

ロ
ド
州
の
大
部
分
、
ク
ル
ス
ク
州
南
部
、
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
州
南
西
部
）
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
、「
荒
野
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ぼ
無
人
の
地
域
（
遊
牧
騎
馬
民
族
の
通
り
道
）
の
時
代
が
長
く
続
い
て
い
た
。
こ
の
地
域
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
領
有
さ

れ
た
１６
世
紀
頃
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
コ
サ
ッ
ク
の
戦
い
が
続
く
右
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
ド
ニ
プ
ロ
〈
ロ
シ

ア
語
で
は
ド
ニ
エ
プ
ル
〉
川
よ
り
も
西
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
か
ら
の
避
難
民
や
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
移
民
な
ど
が
定
住
し
、
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現
在
に
至
っ
て
い
る
。
言
語
的
に
も
、
文
化
的
に
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
が
混
在
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

　

ソ
連
邦
の
初
期
か
ら
ロ
シ
ア
共
和
国
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
国
境
が
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
の
中
ほ
ど
を
通
っ
て
い

る
。
こ
の
地
に
国
境
線
を
引
い
た
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
知
り
合
い
の
中
に
、
家
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
側
、
畑
は
ロ
シ
ア
側
に
あ
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
住
民
た
ち
は
国
境
線
の
存
在
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ソ
連
崩
壊
以
降
は
、
国
境
を
ま
た
い
で
行
き
来
す
る
の
が
か
な
り
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
２
０
２
２
年
の
２

月
以
降
、
こ
の
地
域
で
ロ
シ
ア
軍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
戦
っ
て
い
る
。

　

ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
は
、
当
然
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
語
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
地
域
で
あ
る
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
の
大
半
も
ま
た
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
地
域
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
地
域
は
少
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
語
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
地
域
が
最
西
部
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
（
ロ
シ
ア
語
で
は
ガ
リ
ツ
ィ
ア
：
中
心
都
市
は
リ
ヴ
ィ
ウ
）、
一
方
、

ロ
シ
ア
語
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
地
域
が
最
東
部
の
ル
ハ
ン
シ
ク
州
と
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
の
東
部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
様
々
な
程
度
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
地
域
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
普
段
ロ
シ
ア
語
し
か
話
さ
な
い
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
語
は
聞
い
て
わ
か
る
」、
一
方
「
普
段
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
し
か
話
さ
な
い
が
、
ロ
シ
ア
語
も
聞
い
て
わ
か
る
」
等
で
あ

る
が
、
前
者
に
近
い
地
域
の
方
が
多
い
。
大
雑
把
に
言
っ
て
、
ド
ニ
プ
ロ
川
以
東
で
は
、
東
へ
行
く
ほ
ど
ロ
シ
ア
語
が
優

勢
に
な
る
。
ド
ニ
プ
ロ
川
以
西
（
オ
デ
ー
サ
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
オ
デ
ッ
サ
〉、
ム
ィ
コ
ラ
イ
ウ
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
ニ
コ
ラ

エ
フ
〉
や
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
〈
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
は
ゼ
レ
ン
シ
ク
ィ
ィ
、
ロ
シ
ア
語
で
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ィ
〉
大
統
領
の
出
身

地
ク
ル
ィ
ヴ
ィ
ー
ィ
・
リ
フ
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
ク
リ
ヴ
ォ
ー
ィ
・
ロ
グ
〉
な
ど
の
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
除
く
）
で
は
、
西
へ

行
く
ほ
ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
優
勢
に
な
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
必
ず
し
も
、「
ロ
シ
ア
語
話
者
＝
親
露
派
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
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と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
を
話
し
て
い
て
も
親
欧
米
派
の
人
は
多
い
。
実
際
に
、
テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
兵
の
多
く
は
ロ
シ
ア
語
を
話
し
て
い
る
。
一
方
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
話
者
＝
親
欧
米
派
」
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
当
て

は
ま
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
砲
弾
が
飛
び
交
う
中
で
ハ
ル
キ
ウ
に
留
ま
っ
て
い
る
知
り
合
い
（
ハ
ル
キ
ウ
大
学
元
准
教
授
リ
ュ
ド
ミ
ー

ラ
・
ベ
イ
さ
ん
）
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
の
春
以
降
、
ハ
ル
キ
ウ
の
街
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
耳
に
す
る
こ

と
が
以
前
よ
り
も
増
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
へ
の
コ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
の
兆
候
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
夏
以
降
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訛
り
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
（
西
部
の
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
）

も
街
で
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
は
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
（
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
共
通
の
起
源
と
な
る
国
家
）
の
他

の
地
域
と
か
な
り
異
な
る
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
は
、
１３
世
紀
以
降
、
モ
ン
ゴ
ル
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
３
つ
に
分
割
さ
れ
、
併
合
さ
れ
た
。
し
か
し
、
１８
世
紀
末
以
降
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
元
の
土
地
の
ほ

と
ん
ど
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
つ
残
さ
れ
た
地
域
が
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
で
あ
る
。
ハ
ル
イ
チ

ナ
ー
は
、
１４
世
紀
以
降
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
に
支
配
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
）

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
了
す
る
ま
で
、
ロ
シ
ア
（
あ
る
い
は
ソ
連
邦
）
に
属
し
た
こ
と
が
ほ
ぼ
な

か
っ
た
。
例
外
的
に
、
１
９
３
９
年
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
〈
モ
ロ
ト
フ
‐
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
協
定
〉
の
秘
密
議
定
書
の

締
結
後
か
ら
１
９
４
１
年
の
独
ソ
開
戦
ま
で
の
１
年
１０
か
月
間
の
み
、
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
は
ソ
連
邦
の
領
土
と
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
は
、
１４
世
紀
か
ら
２０
世
紀
ま
で
の
６
０
０
年
近
く
の
間
、
カ
ト
リ
ッ
ク
国
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
支
配
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
宗
教
的
、
言
語
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
。
宗
教
は
、
東
方
正
教
か
ら
グ
レ
コ
・
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カ
ト
リ
ッ
ク
（
正
教
の
典
礼
に
従
い
な
が
ら
も
ロ
ー
マ
法
王
に
従
う
と
い
う
も
の
）
に
改
宗
さ
れ
、さ
ら
に
、言
語
も
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
の
要
素
の
強
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
標
準
語
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
中
部
ポ
ル
タ
ワ
の
方
言
を
基
に
し
て
い
る
が
、
ポ
ル
タ
ワ
の
都
市
部

で
は
、
日
常
的
に
ロ
シ
ア
語
が
話
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
話
さ
れ
て
い
る
の
は
、
主
に
農
村
部
で
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
言
語
状
況
は
だ
い
た
い
右
記
の
通
り
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
公
用
語
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
み
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
語
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
言
語
の
一
つ
で
し
か
な
い
。
１
９
９
１
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
以
降
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
権
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
ロ
シ
ア
語
の
関
係
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
２
０
１
２
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

一
部
地
域
に
お
い
て
ロ
シ
ア
語
に
地
域
言
語
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
２
０
１
９
年
に
そ
の
地
位
が
取

り
消
さ
れ
、
現
在
、
ロ
シ
ア
語
は
何
の
地
位
も
な
い
言
語
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
７
年
、
は
じ
め
て
ハ
ル
キ
ウ
・
モ
ス
ク
ワ
間
の
夜
行
列
車
に
乗
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
の
ど
か
な
風
景

だ
っ
た
こ
と
、
同
室
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
男
性
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
彼
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
（
ロ
シ
ア
語
で
ラ
ケ
ー
タ
：

「
ミ
サ
イ
ル
」
の
意
味
も
あ
る
）
の
設
計
技
術
者
だ
っ
た
が
、
ソ
連
崩
壊
後
は
、
縫
製
工
場
の
経
営
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

モ
ス
ク
ワ
へ
商
談
に
向
か
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
は
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
ま
た
ぐ
地
域
で
あ
る
。
共
通
の
風
俗
、
習
慣
、
伝
統
を
有
す
る

地
域
で
あ
る
。
現
在
進
行
中
の
戦
争
の
終
結
後
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係
修
復
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
役
目
を
担

う
地
域
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

（
て
ら
だ　

よ
し
た
か
・
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
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